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G 310 Trophy
●サーキット走行の心得と注意点
●クラス別レース車両制作のポイント
●レーシングスーツ・装備品の選び方
●G310レーシングパーツカタログ etc.
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　モビリティリゾートもてぎで開催されている 『G 310 トロフィ
ー』は、BMW Motorrad のライトウェイト・シングル 『G 310R 
／GS』を使ったワンメイクレースで、もともとはBMWの愛好家
が始めた 『ボクサートロフィー』にその端を発したものです。「“競
技会”ではなく“運動会”。みんなでゴールして笑顔で帰ってもら
う! 」というコンセプトの元、年齢や性別、ライディングスキルに
囚われることなく、幅広い方と一緒にサーキット走行を楽しむた
めのモータースポーツイベントなのです!
　サーキットでの走行やレースと聞くと、一般的に「危ない、怖
い、若者のスポーツ」といったイメージを持たれるのではないで
しょうか? しかし、実はサーキットはバイクで走行するうえで、こ
れ以上ない安全な場所ともいえます。コースにはスタッフが配置
され、緊急医療設備が備わっているので、峠道や高速道路を駆
けぬけるよりも、安全面に十分配慮されているのです。さらに、

“景色を楽しむ”“バイクとの時間を過ごす”“ツーリングの楽し
み”など、バイク本来の楽しみというものはサーキットとは別物の
思考なのです。スピードや競争を愉しむためのフィールドである
サーキットで満足する走行を体験すれば、公道での走行にも余
裕が生まれ、安全意識やライディングスキルの向上など、その後
のバイク人生に大きく影響を与えるとともに、より充実したバイ
クライフを過ごせると思います。

誰でも気軽に参加できる  モータースポーツ。それが『G 310トロフィー』です。

仲間同士でチームを組んで、
サーキットデビューしてみませんか?

●昔から、一度はレースをやってみたかった!
●本格的なレースは、レベルが高そうでちょっと恐い…
●レースはお金がすごくかかるし、専用のマシンがないと…
●もう、年だし…だけどスポーツマインドはいっぱいある!

そんな
あなた！

G 310 Trophy Guide Book ●G310トロフィーでサーキットデビュー!



G 310 Trophy Guide Book ●G 310でレースに参加してみよう! 心得と注意点
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■G 310 Trophyとは?
　初心者でも気軽に参加できるレースと
して、2019年7月13日にモビリティリゾ
ートもてぎ（栃木県）で、第1回が開催さ
れたG 310トロフィー。開催を重ねるご
とに参加台数も増えて年々人気も高まっ
ています。決勝レースは50分耐久（周回
数20周を優先）で、1人もしくは2人のラ
イダーで走行し、ル・マン式スタートやラ
イダー交代など、耐久レースの雰囲気を
楽しむことができます。また、「コーナー
でインは刺さない」といったマナーが徹
底されるなど、ビギナーでも安心して走
れるように配慮がなされていて、パドッ
クもレースだからといってギスギスした
雰囲気はなく和やかなムードが印象的で
す。なにより、G 310 Rというバイクの敷
居が低く、改造範囲も制限されているの
で、バイクさえ手に入れれば、気軽に楽し
むことができるのが、G 310 トロフィー
の最大の魅力とも言えるでしょう。

■G 310 Trophy以外に参加できるレース ■サーキット走行・レースの心得と注意点
　サーキットと言うと、どうしても競い合
うイメージが強くなりがちですが、必ずし
も人と競って速く走らなくてはならない
わけではありません。スポーツライディ
ングの醍醐味を楽しみつつ、安全にスキ
ルアップできる場所でもあるのです。公
道では見通しの悪いコーナーや、対向車
などに注意しなければなりませんが、サ
ーキットはそうした危険がないように設
計されているので、安心して走りに集中
することができます。
　バイクは、ただ乗っていれば走るとい
う乗り物ではありません。コーナーやブ
レーキングでは、体重移動をすることで
バイクが安定して走るようになりますし、
コーナーでの視線によっても走りが違っ
てくるのです。サーキットではこうしたラ
イディングテクニックを繰り返し試して、
身体で覚えることができます。この一般
公道ではなかなかできない体験を通じて

ライディングテクニックもきっと向上する
はず。そしてそれは、公道を安全に走る
テクニックへと繋がってゆくのです。
　サーキットを走るためにはそれなりの
準備が必要です。まずは「ルールとマナ
ー」を知ること。サーキットを安全に楽し
むためには、全員が決まりごとを守って
走ることが絶対条件になります。ルール
とマナーを守り、きちんとした装備を身
につけ、整備されたマシンに乗ることは、
自分だけでなく周りのライダーを守るこ
とにもつながります。

01 G 310でサーキット体験すれば、きっと新し い楽しみがみつかります。Step

▲同じ仕様のマシンで、G 310トロフィー以外も参加可能▲ビギナーでもレースが楽しめます

サーキットを走ることによって、
ライディングテクニックと意識の向上で、
より安全にバイクを楽しめます。
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ベースモデルとしてのG310R
BMW G310R Base

model

普通二輪免許で乗れる313ccの単気筒エンジ
ンを搭載した、軽量&コンパクトな小型ライトウエイ
トスポーツ。シリンダーを後方に傾斜させ、さらに180度回転させ
た『前方吸気後方排気』という特異なエンジンレイアウトを採用し
てマスの集中化を図り、俊敏でコントロールしやすい特性が魅力。

総排気量 ： 313cc
最高出力 ： 34ps/9,500rpm
最大トルク ： 28Nm/7,500rpm
シート高 ： 785mm
装備重量 ： 159kg
燃料タンク容量 ： 11.0ℓ

　気軽に参加できるG 310トロフィーで
レースの楽しさを知って、「もっとサーキ
ットを走りたい !」という方には、ほぼ同
じ仕様のG 310 Rで参加できるレースと
して、モビリティリゾートもてぎで開催さ
れる『もてぎロードレース選手権（通称：
もてロー）』や、鈴鹿サーキット（三重県）
で開催されている『 FUN & RUN ! 2 - 
Wheels（通称：ファンラン）』の『ネオスタ

ンダード G 310 R クラス』がシリーズ戦
で開催されています。さらに、より本格的
なレースとして 『もてぎ 7時間耐久ロー
ドレース（通称：もて耐）』のほか、2022
年からは『 全日本ロードレース選手権・
JP250』への参加が可能になりました。
仲間と一台のバイクをシェアしたり、チ
ームを組んだりしてローコストでレースを
楽しむことができます。
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　本格的にサーキット走行を始めるには
ラインスを取得しなければなりません。
基本的には、講習（座学）と体験走行をす
る半日講習を受けて、入会金、年会費を
払えば誰でも取得可能で、サーキットの
走行スケジュールの走行枠を走ることが
できます。さらに、レースに参加するには、

『ロードレース国内ライセンス』『ロードレ
ースフレッシュマンライセンス』などの
MFJ競技ライセンスが必要になります。
　モビリティリゾートもてぎを例にあげれ
ば、『1day GET MFJ ライセンス』が設
定されており、レース参加に必要なサー
キットライセンスと、MFJロードレース国
内ライセンスを同 時 取 得できるので、
G 310 トロフィーや、もてぎロードレース
選手権などにエントリー
する方におすすめです。

■ライセンスを取得しよう ■スポーツ走行とレーシングスクール

■G 310トロフィーのクラス分けと、レースに参加するための準備

02 レース参加への第一歩! ライセンス取得Step

1day GET MFJ ライセンスの
QRコードはコチラから ▶

もてぎレーシングスクールの
QRコードはコチラから ▶

　G 310トロフィーでは、レースキャリア
に合わせて『チャレンジ』『ネオスタンダ
ード（通称：NST）』『もて耐』という3つの
クラスが設けられています。このうち『ネ
オスタンダード』と『もて耐』は、モビリテ
ィリゾートもてぎと鈴鹿サーキットで開催
されているネオスタンダードG 310 Rク
ラスのレース規則に従ったもので、『チャ
レンジ』クラスは 、文字通りレースが初
めてというライダーのためにG 310トロ
フィーのみに設定されています。チュー
ニングや交換パーツが制限されているた
め、普段乗っているバイクでレースを楽
しむことができて、G 310 GSはフロント
ホイールを17インチに変更（貸出可能）

しての参加も可能となっています。
　コストを抑えて比較的手軽に始められ
るレースといっても、最低限のルールと、
車両の装備などが必要となっています。
①1チーム、ライダーは1名または2名と
する（どちらでも可）
②レース中最低1回はピットインし、ピッ
トイン中にピット前でエンジンを停止して、
1～2分間停車する。
③腕章を付け替える（ライダーの交代）
④レース中の給油は禁止
　また、クラス別に使用できるタイヤが
決められています。
【もて耐クラス】
ハイグリップラジアルタイヤ装着可

【ネオスタンダードクラス】
ネオスタンダードG 310 Rクラス指定バ
イアスタイヤ装着義務
【チャレンジクラス】
ノーマルラジ アルタイヤ のミシュラン

『PILOT ROAD 2  STREET』他、OEM
タイヤ以外の使用不可（G 310 GS除く）
※詳細は大会主催者発表の特別規則書
を参照
　レース参加車両を制作するためには
いくつかのポイントがあり、予算やライダ
ーの要望を検討しつつ、メカニックと相
談しながら車両をセットアップしていくこ
とが重要です。これも、レースに参戦する
面白さのひとつと言えるでしょう。

気軽に参加できる
市販車ベースのレースといっても
参加するためのルールと
規定に添った車両の制作が必要です。

▲サーキットでの練習は、目的意識を持って走ることが大切

　サーキットライセンスを取得したら、レ
ース開催日以外のスポーツ走行で練習
することができます。スポーツ走行とは、
基本的にレースを目的とした方の練習や、
本格的なサーキット走行を目的とする方
の走行枠で、ライダー自身のレベルアッ
プやマシンのセッティング
など、目標を持って練習す
ることが大切です。
　また、主なサーキット場で
はレーシングスクールも開
催されていて、サーキット
走行でのライディングフォ
ームやライン取り、シフトダ
ウンしながらのブレーキや
コーナーリングなど、基本と
なる知識とテクニックを学
ぶ初心者対象のものから、
レベ ル 向 上に欠かせない
要素を個別に指導する上級

者向けのものまで、クラス別にカリキュラ
ムが組まれており、確実にスキルアップ
したい方にはおすすめの
プログラムです。

●サーキットライセンス取得と参加の準備



G 310 Trophy Guide Book ●クラス別レース車両製作の解説

07 08

■クラス別レース車両製作のポイントと注意点

03レースに参加するためのマシン製作Step

NSTクラスは、マフラーやス
テップ、ハンドル、ブレーキパ
ッドなどのパーツ交換が可能
になっているので、戦闘力も
アップして、パーツ選びやセ
ッティングも重要になってきま
す。装着タイヤはバイアスタ
イヤが指定されます。

　レースに参加するためには、車両に
様々な変更を施さなければなりません。
ここでは、レース車両製作時の注意点を
『チャレンジクラス』の車両規定を中心に、
クラス別に解説します。
【チャレンジクラス】
ノーマルが基本となりますが、レース参
戦には最低限の準備が必要です。
取り外さなければならない部品として
①テールライト／ウインカー／リフレク
ター　②バックミラー　③ホーン
④ナンバープレート（リアフェンダーと別
体式の場合ナンバープレートブラケット）
⑤セーフティバー／センター&サイドス
タンド　⑥同乗者用フットレスト／クラブ
レール　⑦クーラントは真水に変更
上記以外の必須事項として
①ナンバーゼッケンを装着する。ヘッドラ
イトを覆う形状の専用カバーを取り付け
ゼッケンベースとし、1枚をフロントに固

定し、他の2枚は車両の両側に外に向か
って垂直に固定する。（ヘッドライトはメ
ーカー出荷時の状態で取り外さないで
ヘッドライトをカッティングシート等で覆
いフロントゼッケンとする場合は、数字
が識別できるようにすること）
②リヤスプロケットガードの取り付け
③オイル入口出口+ブレーキパットピン
のワイヤリングの実施　④ブレーキレバ
ープロテクションの装着。（クラッチレバ
ープロテクションも装着可能）　⑤ブレ
ーキパッドの交換は可能　⑥オイル受け
となるアンダーカウルの取り付け
⑦燃料タンクや冷却水にも、適切な材質
でできたキャッチタンクを取り付ける
⑧カートリッジ式のオイルフィルターのワ
イヤリングにはホースバンドを利用する
⑨マフラーやステップをはじめ、基本ノ
ーマル状態であること。タイヤはOEMタ
イヤ以外の使用は不可

⑩G 310 GSでの参加の場合は、必ずフ
ロントホイールをG 310 R 純正17インチ
に変更（貸出可能）し、指定タイヤを装着
すること
【ネオスタンダード（NST）クラス】
モビリティリゾートもてぎと、鈴鹿サーキ
ットで開催されるレースの 『ネオスタンダ
ード G 310 Rクラス』の車両規定を適用。
マフラーをはじめ一部のパーツの交換が
可能。ブリジストンとダンロップのバイア
スタイヤが指定されている。
【もて耐クラス】
モビリティリゾートもてぎ で開催される
『もて耐』の『ネオスタンダード G 310 R
クラス』の車両規定を適用。改造範囲が
広く（『A-TECH』製のG 310 SS カウル
を装着した車両が多い）、ハイグリップラ
ジアルタイヤの使用も可能。
※詳細は、大会主催者発表の特別規則書
を参照のこと

▲転倒などによるエンジン破損に
備え、アンダーカウルの装着は必
至。エンジンカバーの装着も有効

▲オイルフィラーキャップやドレ
ーンプラグ、オイル供給パイプに
はワイヤーロックが必要です

▲軽量化や出力特性の向上など、
マフラー交換はメリットも大きい

▲ポジション変更に欠かせ
ないバックステップ。バン
ク角の確保にも有効

▲よりハイグレードなサスペンシ
ョンに変更している車両も多く、
交換効果の大きいパーツ

▲もて耐クラスのみラジアルタイ
ヤの装着が可能。タイムアップに
大きく貢献しています

マフラーやステップをはじめノーマル状
態であることが基本なので、見た目は市
販車と大きく変わらない印象ですが、パ
ーツの取り外しや、ワイヤリング、アンダ
ーカウルの取り付けなどの準備が必要。

チャレンジクラス

NSTクラス

もて耐クラス
改造範囲が広く、クリップオ
ンハンドルやバックステッ
プに合わせて、フルカウル
を装着した車両も多く、市
販車とは見た目も雰囲気も
違うレースマシンといった
印象です。カラーリングや
チューニングなど、センスと

メカニックの腕の見せ所
でもあります。ラジアル

タイヤの使用が可能。

●フロントカウル
　（メーターカバー兼ゼッケンプレート）
●アンダーカウル（純正より後方を延長）
●マフラー&ステップ他ノーマルが基本

●ハンドル（幅が狭く低い物に変更OK）
●シートカウル（純正シートの加工OK）
●マフラー（変更OK サーキット専用トルク重視）
●純正ブレーキ（パッドの交換OK） ●バックステップ etc.

●NSTクラスの変更パーツに加えてラジアルタイヤの装着が可能で、改造範囲が広い

※パーツ説明用の写真は、掲載車両が装着しているパーツとは限りません。
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　タイヤは、路面と接地するオートバイ
唯一の重要部品であり、前輪にはコント
ロール性を、後輪にはトラクション性能が
要求され、前後輪のバランスが旋回特性
に大きく影響しています。また、空気圧を
加減することで加速・制動性能、乗り心
地、ハンドリング性能などに大きな影響
を与え、タイヤそのもののポテンシャル
を最大限に発揮するには、適切な空気圧
が前提で、サーキット走行時は、メーカー
指定の空気圧より低めを基本として、全
体のバランスを考慮した設定が重要です。
　G 310トロフィーで使用できる銘柄は、 
チャレンジクラスでは純正のOMEタイヤ、
ネオスタンダードクラスはブリジストンと
ダンロップのバイアス指定銘柄、もて耐
クラスはラジアルタイヤの装着が可能で、
ピレリ『DIABLO SUPERCORSA 』の
装着率が高いようです。

　サーキットでは公道とは比較にできな
い急加速、急ブレーキ、急旋回が求めら
れます。ブレーキは止まるだけの装置で
はなく、スピードをコントロールする装置
といえます。「十分に効くから大丈夫」で
はなく、自分の好みの操作性に変える事
も上達への近道です。
　ブレーキパットは、使用状況やライダ
ーのスキルによっても選択が変わってき
ますが、ここでは『ベスラ』のラインナッ
プから特性を説明します。
　『RJL』は、耐久性抜群で効き味も優し
く、奥の方での効きも良くコントロール性
に優れているので、ビギナーで安心して
使用できます。また、『WX』は、握り始め
から『RJL』よりも素早く制動力が立ち上
がり、奥まで継続できるので、スピードコ
ントロールに長けています。
　新しいブレーキパットの性能を確認す
るには適切な慣らしが必要です。装着す
る際は、以前使用していたブレーキパッ
トによるディスク口ーター表面の酸化被
膜を、1度サンドペーパー等である程度
除去するとなじみやすくなります。また、
残量が2mm位になると非常に早く摩耗
するので、「まだ、2mmあるから大丈夫」
と思わず早めに交換しましょう。

　チェーンは、パワーを伝達するだけで
なく、操作性や乗り心地、燃費など、多く
に影響する重要パーツです。摩耗は徐々
に進行し、使用限界を超えたチェーンは
調整をしても症状は改善されず、最悪の
場合チェーンの脱落や切損などの重大
事故につながります。また、サーキット走
行の場合、それなりの性能と品質を持っ
た製品でないとアンダースペックになっ
てしまうので、『D.I.D』などの信頼できる
メーカーの競技専用チェーンへの交換を
おすすめします。
　チェーンの性能を最大限に発揮するに
はメンテテナンスも欠かせません。ポイ
ントとしては、走行後の温まっているうち
に注油するとルーブが浸透しやすくなる
とともに、次回の走行までにルーブが乾
燥するので、ルーブの飛散を最小限に抑
える事ができます。

■レース車両に装着するパーツの特性と、セッティングの重要性

■タイヤ ■ブレーキパット ■チェーン

04 マシンの走行性能を左右するパーツ選びStep

　前項では、チャレンジクラスを中心に
レース車両製作時の注意点を説明しまし
たが、ここではより具体的なパーツの特
性とポイントを説明します。
　レース車両だけでなく、公道を走行す
るバイクにも言えることですが、単体の
パーツを交換すれば、性能が上がって速
く走れるわけではありません。それぞれ
のパーツとマシンとの“バランス＝セッテ
ィング”が重要になってきます。しかし、走
行するサーットのコース特性、気温や路
面コンディションなどの外的要因だけで
なく、ライダーのスキルや心理状態など
によっても大きく変わってくるので、セッ
ティングには正解がないとも言えます。

そんなあらゆる状況の中で、ライダーが
安心して攻められるようにするために行
うのがセッティングといえるでしょう。
　ほぼノーマル状態のチャレンジクラス
に比べ、ネオスタンダードクラスともて耐

クラスでは、ハンドルやステップを含め
たポジションの変更や、フルカウルの装
着、マフラーなど、様々なパーツの変更
が認められているので、セッティングがよ
り重要になってきます。

COMING
SOON

YSS JAPAN 〒656-2131 兵庫県淡路市志筑3071  Tel.0799-60-0080  Fax.0799-60-0202
営業時間 9:00 ～ 17:00（第1、第3、第5土曜・日曜・祝日定休）輸入販売元：（株）ピーエムシー

impress all RIDERS
す べ て の ラ イ ダ ー に 感 動 を

MZ456
¥79,200（税込）

MG456
¥127,600（税込）

FORK
CARTRIDGE
KIT
¥110,000（税込）

技能美と高性能を追求し、
無機質なルックスのAll-Billetボディに
フルアジャスタブル機構を搭載した
レーシングモデル。

シンプルな外観ながら
軽快なライディングに
必要な調整機能を搭載した
オールラウンドモデル。

STDフォークにインストール
することでフロントフォークの
パフォーマンスを飛躍的に
向上させるカートリッジキット。
※JP250対応。レースで使用される
　場合は、各サーキットのレギュレー
　ションをご確認下さい。 
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■サスペンション ■その他の装備と注意事項について

▲ワイヤリングやキャッチタンクも確実に

▲ブレーキレバープロテクションの装備は必須

パーツ選びと、セッティングの重要性

参考マシン装着パーツ例
●フルカウルキット（A-TECH製）
●マフラー（ヨシムラ製）
●アクスルシャフト（P.E.O製）
●バックステップ
　（ZIP MOTOR PRO製）
●チェーン（D.I.D製）
●フロントサスペンション
　（MHプロダクツ・モデファイ）
●リアサスペンション（YSS製）
●ブレーキパッド（ベスラ製）
●エンジンオイル（ADVANTEC）
●スタンド（J-TRIP製） etc.

チーム『モトラッドつくば』から、もて
耐クラスにエントリーしている車両
の、パーツ類の取り付け例です。

　ネオスタンダードクラスと、もて耐クラ
スでは、サスペンションの変更が認められ
ていて、操縦性に大きく関わる重要なパ
ーツです。
　リアサスペンションをアフター製品に
交換する場合は、車高、イニシャル（プリ
ロード）、テンション・コンプなど各部の
調整機能付きをおすすめします。安心し
て攻めるられるようにするためにもセッ
ティングが重要になってきますが、走るコ
ースやライダーの体重、スキルによって
も変わってくるので、一概にコレが正解
というものがありません。サーキット走行
のセッティングの順番として、「イニシャ
ルで車速に応じたちょうどいい高さを決
める」→「ダンパーでサスの動きのスピ
ードを調整する」という方向で決めると
いいでしょう。
　フロントサスペンションは、フォーク自
体の交換は認められていませんが、内部
やフォークキャップの変更・改造（詳しく
は、もてぎロードレースルールブックp.40
の『ST250規定』に準じる）を施すモデ
ファイが可能なので、全体のバランスを
考えてセッティングすることが重要です。

【レーシングスタンド】
レーシングスタンドはメンテナンススタン
ドとも呼ばれます。基本的にレース車両
はスタンドを取り外しているので、部品
交換やタイヤ交換などのメンテナンス時
には、作業効率を考えて必須ともいえる
用品です。
【タイヤウォーマー】
走行前にタイヤを暖める道具で、必ず必
要というわけではありませんが、ハイグ
リップタイヤの性能を最大限に発揮させ
るためには用意しておくとよいでしょう。
【ワイヤリング その他】
ボルトやナットなどが、転倒や振動で緩ま
ないように、ステンレスワイヤーなどを用
いて固定し脱落防止をすること。基本的
にどのサーキットを走るにしても、ワイヤ
リングができていない車両は走行するこ
とが許されません。
　その他、燃料タンクブリーザー、オイル
キャッチタンク、スプロケガード、ブレー
キレバープロテクションなどの適切な取
り付けをはじめ、各部オイル類の交換や
車両のメンテナンスは確実に済ましてお
いてください。

　クラス別の車両制作についてのポイン
トや、パーツ交換、メンテナンスについて
説明してきましたが、一番重要なのは安
全対策と、マシン全体のバランスを考え
てのセッティングといえます。レースは、
予選・決勝の走行だけでなく、準備や車
両制作の段階から始まっています。ぜひ
その過程も楽しんでください。
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■レーシングスーツの選び方と、ネックエアバッグの必要性 ■エアバッグの種類とプロテクター

05万一の時に体を守るレーシングスーツは、サーキット走行の必需品。Step

◀ネックエア
　バッグにつ
　いて

◀PRIDE1レー
　シングスーツ
　について

◀MotoGPエアバッ
　グとhit-airネック
　エアバッグの比較

　初めてネックエアバッグを使用した時から安心感がありました。万が一転倒し
た時にも首と頭を守ってくれる事から、身体へのダメージが少なく、致命傷になら
ない。またネックエアバッグが作動する事で、首が固定され、ヘルメットも守られ
るので、転倒により、ヘルメットが損傷する確率も減ります。過去に何度もネック
エアバッグに助けられ、今となっては無くては走れないアイテムとなっています。

星野知也選手
1972年11月3日生まれ　横浜市出身

『TONE RT SYNCEDGE4413 BMW』から、 全日
本ロードレース選手権に参戦するレーシングライダー。
2022年は、『BMW M1000 RR』でJSB1000クラ
スにフル参戦。「ほっし～」の愛称で親しまれている。

資料提供：PRIDE ONE

　サーキット走行時に必要不可欠なライ
ディングギアであるレーシングスーツ。
その選択肢は多く、5万円～70万円程と
大きな価格差があるうえ、2018年より
Motop GPで義務化されたエアバッグ内
蔵スーツなど、種類も豊富です。
　危険と隣り合わせでもあるサーキット
を走る上で、『ネックエアバック』 装着
の有効性を、BMWオフィシャルTeam

『TONE RT SYNCEDGE 4413』の
Hossy（ほっしー）こと、星野知也選手が
愛用している『PRIDEONE ネックAir 
Bag 内蔵レーシングスーツ』を例にとっ
て機能と必要性を説明します。
●レーシングスーツ必須パーツアイテム

（PRIDEONEレーシングスーツ標準装備）

【ネックエアバッグ】ロードレースでの、唯
一“首”を守れるアイテムで、首を守るこ
との出来ない Motp GP エアバッグとは
一線を画すアイテムです。
※hit -airとMotp GPエアバッグの違い
は下記掲載のURLを参照。
【ショルダースライダー】 転倒時に肩を滑
らせて鎖骨骨折を軽減します。
【エルボースライダー】 転倒時に肘を滑
らせ、肩の脱臼や擦過傷を軽減します。
【テンパーフォーム】 腰などに装着する
衝撃吸収パッドで、転倒時に威力を発揮
します。
【着脱インナー（裏地）】 メンテナンス時の
重要アイテムで、衛生面でも“外せる→
洗える”が必須です。

　レーシングスーツは、もしもの転倒時
の“最後の砦”となるものです。ケガのリ
スクを抑え笑顔で終わるためにも、説明
した必須パーツを備えるレーシングスー
ツをおすすめします。

　左記で説明したネックエアバッグ・シ
ステム内臓型のレーシングスーツのほか
に、既存のレーシングスーツの上に着用
するジャケットタイプ、スーツの下に着用
できるベストタイプなどのエアバッグもラ
インナップされています。保護能力の高
いレース専用設計のバイク用エアバッグ
は、サイズもコンパクトで、装着していて
も操作を邪魔することがありません。
　さらに、万が一のクラッシュや転倒で
自身を守る装備品として、脊髄と背面を
保護する『脊髄パッド』や、胸部を守る
『胸部プロテクター』などの準備も必要で
す。また、これらのプロテクターは、EN規
格（欧州統一基準）や、DIN規格（ドイツ
規格協会）に基づいた試験を経て認証さ
れた規格品であることを確認しましょう。
　これらの装備品は、安全性はもちろん
のこと、快適性と操作性を考慮して追加
のプロテクター類を装着した状態でレー

面倒な操作や接続
が不要な自己完結
型エアバッグ。計6
個のセンサーとアルゴリズムを備
えた電子コントロールユニットを搭
載。クラッシュ時にエアバッグを展
開するタイミングを正確に監視しま
す。 サイズ：XS、S、M、XL、2XL、
3XL、4XL  ●98,890円（税込）

レースシーンでの
使用を目的とした
エアバッグ。頸部へ
の保護を重視して開発したエアー
バッグで、キーボックスを背中に配
備し、展開時間の速いSシステムを
採用。 カラー：レッド、ホワイト、ブ
ルー、ブラック　サイズ：Medium、
XL、2XL ●52,800円（税込）

alpinestars
TECH-AIR®５

hit-air RS-1
豊富な実戦データを注
ぎ込んで進化した最新
のレーシングスーツ。
業界初のネックエアバ
ッグ・システムを内蔵
した既製サイズモデル。
MFJスタンダード公認
スーツ（2017新基準公
認済み）
サイズ：M～LLW　
●269,500円～（税込）

PRR-175
AirBagSuit

シングスーツを着て、ライディングポジシ
ョンを取ってサイズをチェックすることを
おすすめします。
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■その他の装備品

安全性が最重要! ヘルメットをはじめとしたライディングギアを選ぶ時のポイントと注意点。

　前項で説明したレーシングスーツやエ
アバッグ以外にもレースならではの装備
品が必要です。ヘルメットやブーツ、グロ
ーブなど、普段の街乗りで使用している
用品に比べ、レースでの衝撃の強さや操
作性、安全性を考慮した用品選びが必要
となってきます。ヘルメットは、より詳しく
後記しますので、その他の装備品につい
て説明します。
【レーシンググローブ】
レーシンググローブは、操作性とプロテ
クション性という相反する特性が求めら
れます。必ず手首が隠れるロングタイプ
で、各部のプロテクターや手の平にスラ
イダーを装備した安全性の高いグローブ
がお薦めです。

【レーシングブーツ】
つま先や足首など接触の多い部分にプ
ロテクトパーツが装備されているかを確
認して、安全性や操作性を考慮して選び
ましょう。また、レーシングブーツはフィ
ット感を高める作りで、普段使用してい
るブーツと同じ感覚で選ぶと、着用時に
違和感を覚えることがあるので、必ず試
履してフィット感と操作性を確認してくだ
さい。
【ヘルメットリムーバー】
ヘルメットを被る前に頭に装着するイン
ナーのようなもので、転倒などして救護
された時に、ライダーの首に負担をかけ
ずにヘルメットを脱がす事が出来ます。
【インナースーツ】
発汗時などに快適な肌触りを維持し、レ
ザーウェアの運動性を高めるとともに、
レーシングスーツの脱着も容易に可能に
なります。

■ヘルメットの選び方と、使用上の注意点
　MFJライセンスが必要なレースで使
用する場合は、フルフェイスタイプの『M 
FJ公認』ヘルメットであることが必須で
す。さらに、使用上の注意点として、内装
やシールドの清掃と共に調整も心掛けて
ください。シールドのセッティングがずれ
てしまうと、閉めても窓ゴムに密着して
いなかったりして、風の巻き込みや風切
り音の原因になります。また、低温時や雨
天などのシールドの曇り対策品を積極的
に活用することもおすすめです。
【サイズ選択について】
ヘルメットのサイズ計測は、おでこの一
番高い位置から後ろに回した後頭部の
一番高い位置で測りますが、あくまでも
参考値なので実際に試着して選ぶことが
最低限必要です。国内大手である『アラ
イ』『SHOEI』の対応販売店では、フィッ
ティングザービスを行っているので、内
装の調整をすることをおすすめします。

BMW Motorrad 純正ライディングギア
安全性を最も優先すべき項目として、技術革新、快適性、品質をコ
ンセプトに開発&テストされたBMW Motorrad 純正用品。レース
という過酷な状況下でも高いクオリティーが魅力です。

MFJ公認・フルフェイスヘルメット
万一の衝撃の際に頭を護るためのヘルメット。適正なサイズであることはもちろん、
目に見えない衝撃吸収性と安全性も重要です。『アライ』や『SHOEI』のトップモデ
ルを筆頭とした、MFJ公認のヘルメットであることを確認してください。

プロテクターベスト
最適な保護により負傷
のリスクを低減。バック
プロテクターはDIN EN 
1621-2 レベル2、チェ
ストプロテクターはDIN 
EN1621-3レベル1に準
拠。●36,300円（税込）

バックプロテクター
ベルトで身体に固定し
て着用し、脊柱、肩、キ
ドニーエリアの損傷を
保護します。DIN 1621-
2 レベル2に準拠。胸部
プロテクターは別売り。
●30,800円（税込）

プロレースブーツ
サイドとヒールのスライダー、シフト
ガードを装備。インソールは取り外
して洗濯可能。●48,400円（税込）

プロレースグローブ
手のひら側はカンガルーレザー製、
手の甲側はストレッチゾーンのある
ゴートレザー製で操作性に優れて
いる。●28,600円（税込）

SHOEI X-FourteenArai RX-7X
衝撃をかわしやすい滑ら
かなフォルム形状と、新開発VASシールドシ
ステム、最新デュフューザーシステムを採用
し、静粛性と操作性を兼ね備え、全閉時の
防音・防雨性能を向上させた。SNELL規
格、JIS規格、MFJ公認 サイズ：XS、S、M、 
L、XL、XXL ●63,800円（単色・税込）

トップカテゴリーのレース
サポートから得られた最先端のノウハウを
投入した、レースで勝つためのレーシング
フルフェイス。風洞実験で科学的に解析した
エアロフォルムが特徴。SNELL規格、JIS
規格、MFJ公認 サイズ：XS、S、M、L、
XL、XXL ●66,000円（単色・税込）

●ライディングギアの選び方

【ヘルメットの交換時期】
ヘルメットの耐用年数は使用状況によっ
て変化します。一般的には、使用開始か
ら3年を目安としますが、次のチェックポ
イントが1つでも当てはまる場合は交換
をおすすめします。
1. 転倒してヘルメット（頭）を打った場合
2. 使用頻度が激しく、あごひもや内装に
ほつれや擦り切れが見られるとき
3. 内装のウレタンがへたり、ヘルメットが
緩く感じられ、頭を軽く左右に振ってず
れるとき
4. 発泡スチロールの内側の表面がボコ
ボコとふくれあがり、黒く塗装されている
表面に白く亀裂が入っているとき
【MFJマークについて】
財団法人日本モーターサイクルスポーツ
協会（MFJ）は、JIS規格よりさらに厳し
いテストにクリアした競技用ヘルメットの
公認に関しての規定を定めていて、MFJ

の公認レースに参加するには、それに適
合した『MFJマーク』が表示されたヘル
メットの着用が義務付けられています。ま
た、5年ごとにマークが更新されていて、
使用期限が設けられているので注意が
必要です。

2022年規格

2017年規格

旧規格

（使用期限：2036年12月31日）

（使用期限：2031年12月31日）

（使用期限：2026年12月31日）

06Step
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G310 Racing Part CatalogG310 Racing Part Catalog
多くのパーツメーカーから
G310用のパーツがリリースされているが、
クラスによって改造範囲が制限されているので、
規定に合わせたパーツ選びを楽しもう。

A-TECH
レースの世界で磨かれた技術で、FRP/カ
ーボン製の外装パーツをリリースする『エ
ーテック』。G 310 R専用設計のボルトオン装着で、本格
スポーツに変身できるフルカウルキットなどをリリース。

レース用 G 310コンプリートキット
空気抵抗軽減の効果も大きいフルカウリングのコンプリートキッ
トで、もて耐クラスの装着率も高い。各パーツはそれぞれ単品で
の購入も可能。※純正ハンドルでの装着は不可

【キット内容】スクリーン（クリアー）／アッパーカウル／サイドカ
ウル（L/R）／アンダーカウル／タ
ンクカバー／タンクサイドカバー
／シートカウル／シートインナー
／シートラバーベース＆台座セッ
ト（FRP黒）／汎用シートラバー／
専用カウリングステーセット／専
用ハンドルストッパー／付属品
●FRP 165,000円（税込）

ZIP MOTOR PRO

P.E.O. ZERO POINT LINK
最高レベルの強度と自己潤滑
性のサスペンション専用ボルト。
究極のローフリクションで荷重
をしっかり受け止め、サスペン
ションの潜在能力を限界まで引
き出します。 ●G 310 R／GS
リンクボルト 24,200円（税込）

ZERO POINT SHAFT
摩擦係数の軽減により、スムーズなホイー
ルの回転を実現。フロントフォークの運動
性能が高まり、コーナーリングと直進安定
性が良くなり、加速に無駄がなくなります。
●G 310R／GS アクスルシャフト・フロン
ト／リア各23,100円（税込）● G 310 R
ピボットシャフト 29,150円（税込）

クロームモリブデン鋼で製作され、ホイー
ルベアリングのポテンシャルを引き出す
高精度品質のアクスルシャフトを製作する『P.E.O』。手軽
に交換できて、確かなパフォーマンスの変化が体感できる。

レース参戦からフィードバックされたアフター
パーツをリリースする『ZIP MOTOR PRO』。
G 310 R用パーツも豊富で、レースレギュレーションに対応し
たパーツはもちろん、公道使用可能なパーツも多く揃っている。

AELLA

内圧コントロール
バルブ
ピストンの高速往復運
動によって加圧状態
となり、ピストン運動
の大きな抵抗となるク
ランクケースの内圧を
適正に保ち、トルクフィ
ール向上と、エンジン
のギクシャク感を改善し、ストレスのないレスポンスを体感。振動の減
少や、強すぎるエンジンブレーキを軽減し、コーナーの進入がスムーズ
になるなどの大きなメリットも得られます。 ●21,670円（税込）★

オーバーサスペンション

モーターサイクル部品の開発、設計、製造、販
売する『アエラ』。パーツの優れた機能のみな
らず、所有することへの喜びを追求しています。高い精度や品
質を確保するために高精度な切削機械を導入し、素材や形状、
剛性や操作感など、細部にこだわった造形と、あらゆる面で高
い性能を追及した製品をリリースしている。

ZIP MOTOR PRO G310用パーツ

可動するウエイトがスイングアームの動作と
逆位相する事により、過度な振動を抑制す
るパーツで、リアのトラクションのコントロー
ル性の向上や、縁石や路面のギャップに対し
て、タイヤと路面への追従性の向上などの
効果が体感できます。 ●51,150円（税込）★

プロスクリーン／シートラバーベース
Newプロスクリーン（30mmアップ・クリア
ー）●15,000円（税別）／Newシートラバ
ーベースTYP-2（20mmアップ仕様 ※従
来の台座で装着可能）●10,000円（税別）
／NewシートラバーベースTYP-2+台座
セット●13,000円（税別）

★レースで使用される場合は各サーキットのレギュレーションをご確認下さい。 ※価格等は予告なく変更される場合があります。QRコード等でご確認下さい。

Newレーシングエキゾーストシステム・TYPE-2エンド（装着モデル）
●85,800円（税込）／レーシングエキゾーストシステム・TYPE-1エン
ド ●81,400円（税込）／Newシートベースキット・FRP（シートラバー
別売り）●49,500円（税込）／Newシートラバー ●4,400円（税込）
／バックステップ・ハイポジションキット●74,800円（税込）／バックス
テップ・スポーツポジションキット ●74,800円（税込）／ Newスタン
ドフック ●13,200円（税込）／ フロントゼッケンカウル・FRP ●
15,070円（税込）／アンダーカウル・FRP ●29,700円（税込）／カー
ボン2次カバーセット（クラッチ、ジェネレーター、ウォーターポンプ）●
30,800円（税込）／スプロケットガード ●8,250円（税込）／ビットク
ラッチ・ビットブレーキレバー ●各10,780円（税込）／レバーガード

（左右別売り）●各10,780円（税込）／／ Fフォーク・スタートキット ●
101,200円（税込）／ Rショック・スタートキット ●156,200円（税込）

パーツ取り付け
イメージ車両

４ポジション（ＳＴＤ比：９３ｍｍバック・９５ｍｍアップ／９３ｍｍバック・１０７ｍｍ
アップ／１０５ｍｍバック・９５アップ／ＢＵＣＫ１０５ｍｍバック・１０７ｍｍアップ）

Newバックステップ・レースポジション
キット ●７９，２００円（税込）

Street Complete kit Coming Soon

A-TECH CO.,LTD 〒675-0103 兵庫県加古川市平岡町高畑 597-1　Tel.079-454-7222　http://www.a-tech.org
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PIRELLI

D.I.D

520ERSV
全日本でトップを争うチームとの共同開発や、海外耐久
レースの実戦で積み重ねられたデータから、妥協の無
い作り込みを行なった250ccクラス向けの最軽量シー
ルチェーン。新設計Tリング採用で超低フリクション＆
長寿命を実現しています。 ●12,100円（税込・100L）

かし丸君（KM500R）
これひとつでチェーンのカットからプレートの
圧入、カシメ作業の1台3役が可能。収納場所
を選ばないコンパクトなサイズで工具箱の中
にラクラク収納できます。 ※スペアのパーツ
部品のみの購入も可能 ●17,490円（税込）

ピレリは今年１５０周年！
今年で150歳のピレリ。リオ、上海、ニューヨーク、ミラノの高層ビルの
プロジェクションマッピングにて、盛大に祝福されました。ピレリは世界
で最も評価されているサスティナビリティカンパニーの一つです。

DIABLO
SUPER
CORSA V3
WSBK 由来のボディ剛
性と俊敏性。最新アン
グルジオメトリを用い
た新フラッシュパターン
はグリップ、摩耗性、横
Gの安定を新コンパウ
ンドと共に高次元でバ
ランスした、新世代の
公道走行可能な溝付き
最強レースタイヤ。
●オープン価格

MotoGP、世界耐
久選手権、パリ・ダ
カールなど、世界の名だたるレー
スでも採用され、世界中でブランド
を確立している純国産の『D.I.D』
ドライブチェーン。サイズごとの専
用設計や、素材選定、生産工程に
至るまで徹底し、ライダーの感性
に応えるレスポンスを実現。

YOSHIMURA

リプレイスメントエアフィルター
高 度な濾 過 性 能と高 い 吸 入 効 率を誇る
K&Nエアフィルター。コットン製湿式フィ
ルター採用で、純正とは比較にならない高
性能が魅力。 ●7,920円（税込）

ラジエターコアプロテクター
冷却効率と保護性能を両立した開口率で、
ラジエターへのダメージや空中ダストによ
るラジエターフィンの詰まりを最小限に抑
えます。 ●19,800円～（税込）

言わずと知れた、二輪用マフ
ラーなどパーツの研究開発、
レース参戦、製造販売を手がける老舗のパーツ
ブランド。レース用から保安基準に適合した市
販車用パーツ、エンジン部品からシーリング用
品など、その対応車種とラインナップは多岐に
わたる。G 310に対応した専用パーツは限られ
るが、その確かな技術とクオリティーは海外で
も人気が高い。

世界スーパーバイク選手権、各国の主要な選
手権にコントロールタイヤとして永く採用され
続け、あらゆるメーカーのバイク、あらゆるスキルのライダーに
完璧にフィットするという信頼とブランドを確立したタイヤメー
カー。もて耐でも圧倒的なシェアNo.1を誇り、揺るぎない性能
を発揮してチームをベストリザルトへと導きます。

MH PRODUCTS

NITRON NTR R3 【NTBKW54R】
完全独立3系統のフルスペックアジャスターを搭
載するフラッグシップモデルである『R3』シリー
ズを筆頭に、『R2』、『R1』の3タイプをラインナッ
プ。レースユースでは、低速域でのトラクション

と高速域での安定感
を両立し、幅広い調
整が可能な『R3』シ
リーズが断然おすす
め。オプションで油
圧プリロードアジャ
スターも装着可能。
●163,900円～（税込）

イギリス生まれの高性能
サスペンション。日本国内
向けの製品開発拠点としても機能する『ナ
イトロンジャパン』では、日本の道路事情や
ライダーの使い方に配慮した徹底テストと、
組立ての全を国内で行っている。長期の3
年保証をはじめ、専用の最新機器を用いた
仕様変更やメンテナンスなど、アフターサ
ービス体制も万全です。

Vesrah Racing WX　　　　　　　　　効くだけのパットではなくライダーの操作に対
して、好きなだけ制動力を作り出せる他に類を見ないレース用パット。
スピードコントロールに優れた、タイムアップの為の最新モデル。
VD-9068WX（G 310 R用） ●9,680円（税込）

Racing RJL
全米にベスラの名を
広めた、元祖ベスラ
レーシングパット。高
い性能を持ち、クセ
のない扱いやすい特
性でブレーキングの
不安を解消。ビギナーでも安心。VD-9068
RJL（G 310 R用） ●8,800円（税込）

創業から70年以上の歴
史を持つ、国産ブレーキ
パット専門メーカーのブランドである『ベ
スラ』。『安心・安全・信頼』をキーワードに、
旧車～新車、日本車～外車、街乗りからレ
ースまで、幅広い商品ラインナップを取り
揃えている。素材にこだわり、コントロー
ル性と高いブレーキパワー、ローターへの
ダメージ低減に務めた品質が特徴。

1980年代初頭からモトクロスコンペテーショ
ンマシンのサスペンションの構造・動作性能
の研究を重ね続け、車体作りに至るまでモディファイの本髄を
追求してきた『MHプロダクツ』。ワークスマシンに限りなく追従
するまさにファクトリー（工場）として、ライダーに合ったマシン
のパフォーマンスを最大限に引き出すチューニングを追求し、
モトクロスからエンデューロ、そしてロードレースやストリートま
で広くをカバー。“常に同じ動きをキープ”して“安心してライデ
ィング”が出来ることを目指し、注文いただいた1台1台手加工
を施し、ライダーの好みにあったセッティング・モデファイ（もて
ぎロードレースルールブック p.40の『ST250規定』に準じて
加工）を施しています。

YSS

 FORK CARTRIDGE KIT
STDフロントフォークに
インストールする事で、フ
ロントフォークのパフォ
ーマンスを飛躍的に向上。
減衰力の圧側および伸
側に加えスプリングプリロードを装備。●110,000円（税込・発売予定）★

　　　　　　フルアジャスタブ
ル機構を搭載したレーシングモ
デル。高速／低速の圧側減衰
力2系統、伸側減衰力1系統、
スプリングプリロードの各調整
機構を装備。
●127,600円（税込）

1983年の設立以来、輝かしいレースシーン
での実績を持つ『YSS』。サスペンションを構
成するすべてのパーツからアッセンブリーまで、一貫した自社
生産により、高次元なクオリティーコントロールを実現しながら
も、低コストで高性能なサスペンションを生産。2年間のメーカ
ー保証付き。

J-TRIP

チョイがけスタンド
レース車両をちょっと
立たせておくときに便
利なステップスタンド。
固定式ステップに引っ
掛けるチョイがけタイ
プ。●4,818円（税込）

ナローローラースタンド／フロントスタンド
スタンドを装備していないレース用車両の必需品。現場やユーザーの
声をフィードバックした使い勝手に優れたコンパクト設計で、オプショ
ンやカラーなども豊富に揃っている。●ナローローラースタンド本体
13,750円（税込） ●フロントスタンド 28,468円（税込）

バイク部品・用品で30年以上の製造実績を持
ち、プロメカニックからも高い支持を受けてい
る『Jトリップ』。各種スタンドのほか、レースでは必需品のサイ
ンボードやスプリングコンプレッサーなども取り扱っている。

　　　　　　シンプルな外観ながらライディング
に必要な調整機能を搭載したオールラウンドモデ
ル。伸側減衰力1系統、スプリングプリロード、車
高の調整機構を装備。●79,200円（税込）

 MG456

 MZ456

★JP250対応。 ※レースで使用される場合は各サーキットのレギュレーションをご確認下さい。価格等は予告なく変更される場合があります。QRコード等でご確認下さい。 ※レースで使用される場合は各サーキットのレギュレーションをご確認下さい。価格等は予告なく変更される場合があります。QRコード等でご確認下さい。
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QSTARZ

LT-6000S GPSラップタイマー
サーキットデータ自動認識機能内臓のGPS搭載ラップタイマー。リアルタイムでラップタイム、ス
ピード、位置、加速度などを2.4インチのフルカラーモニターで表示。サーキットモードでは、練習、
予測、競技、チャレンジの選択が可能。配線処理不要で取り付けも簡単。 ●67,100円（税込）

高感度GPS製品などの開
発・製造・販売を手がける
『QSTARZ』。GPSとBluetoothを主流製
品として、レーシングレコーダー、レーシン
グ専用の解析ソフト、レーシングアプリなど、
高品質で使い易い商品を提供している。リ
アルタイムの走行データを解析することで、
ライディングやセッティングなどの内容を
細かく分析することができます。

hit-air

hit-air RS-1　　　　　　　　　素早い展開のカートリッジボンベ（60cc）を内臓した、レース専用のエアバッ
グシステム。前後にロゴなどを入れられるゼッケン仕様で、レーシングスーツの背中のコブに合わ
せて調節可能なバックアジャスターを装備。オプションで胸部パッドやサイドパッドも装着が可能。 
カラー：レッド、ホワイト、ブルー、ブラック　サイズ：Medium、XL、2XL ●52,800円（税込）

世界に先駆けてバイク用
エアバックジャケットを開
発した無限電光がリリースする『hit-air』。
自社工場での国内生産だからこそ、製品の
品質と信頼性を高いレベルで実現維持し
ている。正常に作動・展開するか、異常が
無いかを点検するメンテナンスチェック

（hit-air CARDに登録すると３年間無料）
など、手厚いサポート体制も魅力。

alpinestars

SUPERTECH-R BOOT

GP TECH v2 GLOVE
素材にこだわり、耐久性と軽量
化を実現したレーシンググロー
ブ。新開発のシームレスナックル
プロテクターにはMotoGP仕様
のDFS（ダイナミックフリクショ
ンシールド）を採用したサーキッ
トモデル。●45,980円（税込）

『アルパインスターズ』はMotoGP、WSBK
等のライダーをサポートし、彼らからのフィー
ドバックと先進テクノロジーを取り入れ、人間工学をベースにし
た設計で、操作性&安全性をとことん追及。最高水準の保護範
囲を持つバイク専用エアバッグ『TECH-AIR 5』（p.14で解説）
などもリリースしています。

AUTO HOUSE ATSU

耐久性の高いマイクロファイバー
を使用し、内側にはフルレングスの
スエードマイクロファイバーパネル
による安心感のあるグリップを提供。
新開発のラバーシフトパッドを採用
し、従来よりインナーとアウターの
ズレを軽減しダイレクトで快適な操
作性を実現。 ●80,080円（税込）

BMW Motorrad 正規ディーラーである『オ
ートハウス アツ』が手掛けているインジェク
ションチューニング。インジェクションのコンピューター制御は、
ノーマル状態においてベストとなるよう調整されていますが、
マフラーの交換や吸気系チューンによって燃調が変わった場合
は、新たに調整し直す（マップ制作）必要があります。
　『オートハウス アツ』では、「G 310トロフィーを盛り上げた
い！」という想 い の 元 、レ ー ス 車 両 用 の マップを B M W 
Motorrad ディーラー向けに制作しており、いくつかの著名な
マフラーメーカーに合わせて制作されたベースマップの販売だ
けでなく、吸気周りやライダーの好みに合わせた個別のセッテ
ィングにも臨
機応変に対応
可能で、G 310 
Rに関する豊
富なデータと
ノウハウによ
り作り出され
るマップは、レ
ースでの実績
も折り紙付き
です。

●G310レーシングパーツ・用品カタログ

※レースで使用される場合は各サーキットのレギュレーションをご確認下さい。価格等は予告なく変更される場合があります。QRコード等でご確認下さい。
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MOTO・ART

▲緊張感があふれる予選前のピット▲エントリー車は全車フルカウル装備で、カラーリングも決まってます ▲各マシンとも特徴がでています

　石川県のBMW Motorrad ディーラーである『モトアート・サ
サキ』 のチームで、メカニックやスタッフを含めて総勢10人・4台
でエントリー。普段は鈴鹿サーキットを走っているそうで、G 310
トロフィーは1回目から参加していて、「年に1回のもてぎを走れ
るお祭りみたいな感じで参加しています。決勝ではみんなで表
彰台に立てたら嬉しいですね」と、意気込みを語ってくれました。

Team Motorrad MS

▲お揃いのTシャツで、メンバー全員の結束力の高さもチームの特徴です▲和気あいあいとした雰囲気で、レースを楽しんでいます

　『モトーレン埼玉』のスタッフとお客様とで、和気あいあいとレース活動をしている
チーム。「大人になると目標を持って挑むということがなかなか無いので、参加メン
バー全員が大いにハマっています。できるだけ長くこの活動を続けていきたいです
ね」と、スタッフを含めた全員でレースを楽しんでいる様子が伝わってきます。

パーツ開発の“走る実験室”です!Motorrad Casuno with AELLA

▲いよいよ予選。「がんばります!」▲メンバーは、左から青木さん、伊藤さん、アエラ事業部の和田さんの3人▲楽しみ方に合わせて、チャレンジ、NST、もて耐の各クラスにエントリー ▲決勝はライダー交代も重要

　京都の 『モトラッド・カスノ』と、パーツメーカー『アエラ』 の合
同チームとして初参戦。マシンは、ほぼノーマル状態ながらラジ
アルタイヤを装着して、もて耐クラスにエントリー。「ノーマルで
どれだけやれるか楽しみです。今回は完走を目標に、パーツ開発
のためのデータをできるだけ多く持って帰りたいです」と、まさ
に“走る実験室”を体現した実戦チームです。

▲笑顔が絶えない明るいピット ▲見事クラス優勝! 走りも本気です

　『モトラッドつくば』のスタッフとお客様で構成され、ライダー
だけでなく家族もスタッフとして参加して、家族ぐるみで楽しん
でいるアットホームなチーム。「チャレンジクラスもあって誰でも
気軽に参加できます。G 310トロフィーは走るだけでなく、パー
ツ選びやカラーリングなど、マシン制作の過程を楽しんだり、サ
ポートして頂いている方々も一緒に楽しめるレースですね」。

ライダーだけでなく、家族ぐるみで楽しんでます!Motorrad Tsukuba
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レース参戦
厳守事項

NG

　1999年の第2回から、『もてぎ7時間耐久ロードレース（通称：
もて耐）』に参加している武藤は、2007年に『HP2 Sports』で
輸入車初の総合優勝以来の2勝目を夢見て、G 310サーキットプ
ロジェクト『MutoGP G 310 Trophy』をスタートさせ、開催を
重ねる毎に『もて耐総合優勝』も現実的になってました。今年か
ら参戦出来る『JP250』での実戦から、G 310 Rで“もて耐総合
優勝”を目指す有志に応援したい気持ちでいっぱいです。
　　　　　　　　　　　　　  Muto GPの夢追い人　武藤 昇

これまで、G310トロフィーについ
て記してきましたが、レースに参戦
するにあたって、厳守しなければな
らない規則があります。最後に、実
際にあった事例とともに、ありがち
な注意事項を取り上げるので、大
会主催者発表の特別規則書を熟
読・厳守して、“サーキット運動会”
を安全に楽しみましょう。

25

事例

ヘルメットは、事前車検を受けたヘルメットしか使用でき
ません。MFJ承認だから「問題ない」と自己判断して、予
備のヘルメットで出場するのはNGです。

装備車検のNG

ドレンボルトなど、ノーマルで使用されているパーツの
材質を変更することはNGです。材質変更のNG

レースで使用する脊髄・胸部パッドは、必ず規
格品を使用しましょう。有名メーカー製であっ
ても【DIN EN 規格】未承認のモノはNGです。

脊椎・胸部パッドのNG

●Rチェーンガード／Fブレーキレバーガードを装着す
る事　●アンダーカウルの水抜き穴を開けてゴム栓を
する事（雨天走行時にはゴム栓を外す）

車両車検の注意点

チェッカーフラッグに気づかず走行を続けるのは大変
危険な行為です。メインストレートの通過時は、残り走
行時間を確認する習慣つけて、コントロールタワーを
通過するようにしましょう。

ダブルチェッカー

ピットレーン走行時は、白線の外側（ピットウォール側）を

厳守し、ピットの直前でピット側によります。コースイン時

は必ず左手を上げて、ホームコース走行を確認し、白線

を超えて走行してはいけません。
ピットレーンの

速度制限規制

G310トロフィー・ガイドブック
Directer : 武藤 昇
Photo : S.Reiko／野股 正成
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G 310 Trophyを卒業される方が、
より本格的なレースへ進む道標として…。
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G310で楽しいサーキット運動会

G310トロフィー・ガイドブック

G310トロフィー・ガイドブック　発行日: 2022年3月25日　発行 : G 310 Trophy 開催事務局

G 310 Trophy
●サーキット走行の心得と注意点
●クラス別レース車両制作のポイント
●レーシングスーツ・装備品の選び方
●G310レーシングパーツカタログ etc.
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